
確かな学びと豊かな心･健やかな体をはぐくむ 学校力向上プラン【学校評価計画書】 
堺市立  日置荘中学校 
校長  中村 吉司治 
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項
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中
項
目 

具体目
標 

具体的な取組 

（●重点とする取組，★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 

進捗確認 
（～１２月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

学 

力 

向 

上 

 

学びに向

かう力を

高める 

★授業規律を確立させ，ねらいと見通しを立てた

主体的な学び 

肯定的評価を80%以上にする ◎ 1，2学期ともよく達成できてい

る。 

◎ 生徒の学校教育アンケート（以下，アンケート）「チ

ャイムが鳴ったら着席して，授業を受ける準備がで

きている」の肯定的回答は87%，「課題（宿題）が

出され，家庭学習が習慣になっている」は73%。

内容も含め，より効果的な家庭学習支援のあり方に

ついて検討していきたい。 

◎  

 
参考）生徒アンケート・・「チャイム着席」87%，「教室内整理整頓」75% 

職員アンケート・・「教室内は整頓されている」82% 
保護者アンケート「適当な量の宿題が出され家庭学習を行っている」54%（50%）， 

「子どもは授業が楽しくわかりやすいと言っている」56%（61%） 

自主的な家庭学習習慣の形成を促す課題設定と

点検・評価，パソコンを活用した家庭学習支援 

肯定的評価を80%以上にする 〇 年度末に向け，概ね達成できてい

る。 

〇 〇 

授

業

改

善 

指導方法

の工夫改

善をし，表

現力を豊

かにする 

●主体的・対話的で深い学び（言語活動の活性化）

を取り入れた授業形態の工夫，表現機会の充実 

授業の中で発言する機会が多いと答

える肯定的評価を80%以上にする 

◎ 1，2学期ともよく達成できてい

る。 

〇 生徒アンケート「自分の考えをまとめたり，発表す

ることがよくある」71%，「私は授業に集中して取

り組んでいる」90%，「先生は教え方を工夫してい

る」91%，「少人数授業はわかりやすい」76%。

職員アンケート「授業の中で質問・発表の機会を設

けている」88%，「ICT校内研修は有意義だった」

88%。ICT活用とともに，さらなる表現機会の充

実を図りたい。 

〇 落ち着いて授業に取り組んでいると思います。 

 

 

参考）生徒アンケート・・「一人１台PCを授業や家庭で効果的に活用できている」68% 

職員アンケート・・「生徒が考える授業への転換を図っている」88%， 

保護者アンケート・・「先生は授業形態を工夫改善している」62%（76%）， 

「生徒用PCを授業や家庭持ち帰りで効果的に活用されている」49％（47%） 

●一人1台のパソコンを活用して考えを深め，広

げる授業の研究・校内研修・研究協議の推進 

肯定的評価を８０%以上にする 〇 校内研修が行われ，機器活用に向

け，また，機器がすぐ活用できる

よう取組が進められている。 

◎ 〇 

習熟度別少人数授業や個に応じた学習支援など，

きめ細かな指導の推進 

肯定的評価を80%以上にする ◎ 1，2学期ともよく達成できてい

る。 

〇 〇 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心

の

教

育

の

充

実 

学びの先

にある社

会で，力強

く生き抜

く力の醸

成 

●いじめを許さない仲間づくり，ちがいを認め合

う教育の推進 

人権教育・生活指導の充実を図り，肯

定的評価を90%以上にする 

◎ 行事を通し仲間づくりが進めら

れた。文化活動発表会合唱コンク

ールを実施した。 

◎ 生徒アンケート「先生はいじめや悩みの相談などに

きちんと取り組んでいる」91%，「学校は進路につ

いての情報をよく知らせてくれている」98%，「豊

かな心，平和，人権について学ぶ機会が多い」84%。

保護者アンケート「子どもたちは道徳心や社会性を

身につけ正しい行動ができている」71%。仲間づ

くりや社会性を育むため，授業のほか，行事や生徒

会活動の充実を図りたい。 

◎ 先生と生徒の絆が強く、とてもいいと思っています。 

 

 
参考）生徒アンケート・・「体育大会など行事に積極的に取り組んだ」77%，「生徒会活動に積極的に参加している」
68%，「自分の良さを知り，自分が大切・自分が好きという気持ちをもっている」84% 
保護者アンケート・・「子どもは文化活動発表会，体育大会など行事に積極的に取り組んでいる」83%（89%），
「挨拶ができている」58%（79%），「学校は将来の進路や職業などについて適切に指導をおこなっている」64%

（63%） 
職員アンケート・・「将来の生き方を深く考えさせ，豊かな心や自尊感情を高める教育をしている」88% 

★社会性を身につけ，生きる力をはぐくむキャリ

ア教育の系統的実践 

肯定的評価を80%以上にする 〇 年度末に向け，概ね達成できてい

る。 

〇 ◎ 

●豊かな心をはぐくみ「考え，議論する」道徳教

育の深化充実 

体験的な学習やキャリアパスポート

を活用し，自己肯定的評価を高める 

◎ 1，2学期ともよく達成できてい

る。 

◎ ◎ 

体

力

向

上 

体力向上

と健康の

保持増進 

運動能力や運動習慣を身につけさせ，体を鍛え体

力向上を図る 

肯定的評価を80%以上にする ◎ 体育大会を実施することができ

た。 

◎ ・生徒アンケート「体力づくりや健康についての活
動が活発に行われている」88%，「命の大切さや社
会のルールについて学ぶ機会が多い」85%あり、
体力作りや健康に対する意識は高い。また命の大切
さについても学ぶ機会が増えている。 

 

◎ 生徒達が頑張って盛り上げている、いい体育大会だと思います。 

 
参考）アンケート保護者「中学校生活で体力が向上し，自己の健康に注意するようになった」61%（69%），「命
を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしている」79%（89%），「積極的に部活動に参加してい
る」75%（81%） 

・市学習生活状況調査質問「保健体育の授業では，健康や安全の大切さ等を学習し，自分の生活習慣を見直そうと
思うことはありますか」86% 

かけがえのない命の大切さ，心身の健康を保つ取

組の推進 

肯定的評価を80%以上にする ◎ 1，2学期ともよく達成できてい

る。 

◎ ◎ 

地
域
協
働 

 

相 

互 

連 

携  

校区におけ

るめざす子

ども像を共

有し，小中一

貫教育を充

実 

「総合的な学力」をはぐくむ小中連携した教育活

動の推進 

小学校との連携した教育や授業実践

で，肯定的評価を80%以上にする 

◎ 1，2学期ともよく達成できてい

る。 

〇 職員アンケート「小中合同研修会等により相互交流

や共通理解が深まっている」100%，保護者アンケ

ート「学校・学年だより，HP，メール等で教育活

動をよく知らせている」82%。合同研修会の内容

充実を図っていきたい。 

〇  
 
 
参考）アンケート生徒「清掃活動やボランティア活動に積極的に取り組んでいる」78% 
アンケート保護者「教育方針・目標などをわかりやすく伝えている」68%（79%），「台風・地震等の災害や不審

者への対応について生徒や保護者に十分に知らせている」79%（87%） 
校区健全育成協議会活動；クリーンウォーキングに参加 

地域コミュニティの核をなす学校からの確かな

情報発信 

随時，学校ホームページや学校・学年

だよりなどで情報発信に努める 

〇 年度末に向け，概ね達成できてい

る。 

◎ ◎ 

「確かな学び」の現状 

 アンケート・調査等から，「総合学力プロフィール」の領域区分において昨年度の同学年比較で同様の結果がみら

れた。「教科学力」では知識・技能や主体的に取り組もうとする態度，「学びの基礎力」では学びの意味を見い出し自

ら学ぼうとする力や学びを律する力が伸び，「社会的実践力」では，問題を発見し解決しようとする項目の伸びが良

好な傾向となっており，生徒は授業に前向きに取り組んでいる。ただし，前年度から始まったＧＩＧＡスクール構想

のツールを用いた授業や持ち帰り活用等の取組については，さらに充実を図ることが重要である。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

豊かな心をはぐくむ「特別の教科道徳」では，生徒は自己を見つめ，物事を広い視野から考え，人としての生き方についての考え

を深めてきており，「総合学力プロフィール・社会的実践力・豊かな心」の調査設問から「人の役にたつ人間になりたいと思う」

生徒は多い。また，保健体育の指導や部活動，学年別開催となった体育大会等の行事により健やかな体づくりを進めることができ

ており，全国体力・運動能力，運動習慣等調査では男子握力，男女のハンドボール投げのそれぞれで全国平均を上回っている。一

方で，「コロナ前と比べた運動やスポーツする時間は減った」と回答した生徒は半数を超えており，運動機会の確保は課題である。 

令和６年度 重点目標  

〇自らが学びに向かう力を持たせる       〇指導方法の工夫改善をし、表現力を豊かにさせる             〇学びの先にある社会で、力強く生き抜く力の醸成を図る   

〇体力向上と健康の保持増進を図る       〇校区におけるめざす子ども像を共有し、小中一貫教育を充実させる 

（様式⑦ 小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

 自らの課題に気づき学び続ける子 

校長より（年度末） 

確かな学び 職員は教え込む授業から生徒が考える授業への転換，授業形態の工夫や ICT 活用により授業改善を続けており，授業観察においても積極的に発言・発表する生徒も多く見られた。生徒が自分の考えをま

とめた上で，他生徒と共有し，さらにその内容を高め、それを認め合う機会を増やしたい。豊かな心・健やかな体 学年や学校行事を中心に仲間づくり，職業を深く知るキャリア教育，工夫した道徳授業や日常の声掛

けや教育相談，体育大会や文化活動発表会等を通して生徒の心を育む取組を行った。生徒アンケートから評価できるが，今後もさらに充実させ，他人の立場を理解し，違いを認め合い，協働できる生徒を育てていき

たい。地域協働 夏休みに行った小中合同研修会では、昨年同様 ICT実践を交流できた。校内研修を通じて,、授業の相互参観機会を増やしにより共通理解を深めていきたい。これらの取組により，「自らの課題に気づ

き学び続ける」生徒，自他の良いところを認め，自分に自信をもち，様々なことに挑戦する生徒を育てていきたい。 

 

学校関係者評価者から（年度末） 

勉強も部活も信頼関係があってこそ、子どもたちも頑張れると感じています。この良い関係を日置荘中の持ち味とし
て大切にして欲しいです。 
先日、防災訓練に参加させていただきましたが、生徒は概ね落ち着きがあり、話もしっかり聞けていたので安心しま
した。 

 
 
 
参考）生徒「学校へ行くのが楽しい」8６%， 


